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大船駅西口整備計画（鎌倉市域での整備計画）のあらまし 

【計画の内容】 

整備計画は、歩行者と車両を分離し、安全性と快適性を確保するための歩行者デッキ

の設置、また駅前に用地の確保ができる見込みとなったため、バス、タクシー、一般車

などの乗降場の施設配置を行う内容のものです。 

 

【これまでの経過】 

鎌倉市と横浜市による、両市域にまたがる駅前広場整備などを含む「横浜・鎌倉両市

一体整備計画（案）」（注１）が社会経済状況の変化等から早期の実現が困難となりました。 

 

 

 

 

 

注１ 横浜・鎌倉両市一体整備計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大船駅西口地区の課題等の解決のために、横浜・鎌倉両市にわたる一体的な駅前広
場や歩行者デッキ等の整備を行うと共に県道阿久和鎌倉線の整備を行う計画です。

（事業計画案の概要）            平成１０年１月策定 

・地区面積    約１.４ha 

・事業手法    横浜市：街路事業（予定） 

          鎌倉市：沿道区画整理型街路事業（予定） 

・事業主体    横浜市、鎌倉市（予定） 

・主な事業概要  公共施設整備 

           駅前広場の整備（約 0.6ha） 

           阿久和鎌倉線の整備（幅員 12ｍ、延長約 180ｍ） 

          建築物計画 

立体換地建築物２棟の建築 



 2

しかしながら、西口駅前の現状を改善することは緊急課題であり、地域住民と行政と

が協働でこの課題に取り組むことを目的として、鎌倉市では「大船駅西口駅前整備協議

会」を平成１４年４月に設置しました。この協議会での検討を経て、平成１５年３月に

「安全で快適な大船駅前の都市基盤整備に関する２６の短期的方策」（注２）が協議会から

市長に提案されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市では、この２６の短期的方策について平成１５年度から平成１７年度までの３

ヵ年で方向性の整理を行ないました。この間に６方策を実施し、最終的には１１方策が

実施に向け進める、６方策が実施しない、３方策が引き続き検討を要すると位置付けし

ました。なお、実施に向け進めるとした１１の方策は、この整備計画に取り込んで実現

を目指します。 

その後、歩行者デッキのルート、駅前の乗降場施設配置に対し平成１９年２月１日か

ら平成１９年２月２１日まで市民意見公募を行うとともに、地元説明会を開催し、平成

１９年４月に大船駅西口整備計画（鎌倉市域での整備計画）を策定しました。 
 

 

注２ 安全で快適な大船駅前の都市基盤整備に関する２６の短期的方策 

地域住民と行政、関係機関とが協働して安全で快適な大船駅西口駅前とする目的
で検討を重ね、都市基盤に関する整備方策をまとめたものです。 
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【歩行者デッキ平面図】 ２ページ 

  平成１９年４月に確定した歩行者デッキの配置平面図です。 

 

【橋りょう形式の比較】 ４～５ページ 

歩行者デッキの基本方針に基づき、ＪＲ側と柏尾川横断部の構造形式の比較検討につ

いて、それぞれ３案を設定し、評価項目を設け比較検討を行いました。 

景観性から、ＪＲ側は６ページに第３案の箱桁形式を、柏尾川横断部は７ページに第

２案のトラス形式のイメージ図を掲載しております。 

 なお、屋根につきましては、両形式とも半屋根タイプ（６割程度屋根）の内観イメー

ジ図を掲載しております。 

 

【歩行者デッキの色相の検討】 ８ページ  

 歩行者デッキ本体構造の色相は「鎌倉市景観計画」に基づき、それぞれ４案を設定し、

着色したものが９～１０ページのイメージ図です。 

 ６～７ページのイメージ図は、４案のうちのグレー系で着色をしたものです。 

 

【今後の予定】 

  皆様から頂いたご意見を集約し、市の考え方をまとめ公表した後に、計画として策定

します。 


